
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

● 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

　実証実験の実施に当たり、引き続き関係機関等と協議を行いながら、実施内容の検討や調整を行っていく。

来年度以降の方
向性

　実証実験の結果を踏まえて対象エリアやルートの選定、サービス水準の設定、車両調達に向けた調整を行うとともに、トータルデザインの検討
などを進めていく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

　令和１２年の本格運行に向けて、関係機関や事業者との調整を進めながら、実証実験を実施していく。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0 0 0 1 2

↓

アウトカム
成果指標1

社会実験実施回数 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

0 0 0 1 2

人工

指標

アウトプット
活動指標1

社会実験実施回数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

6.4 人工

令和7年度予算額 169,000 千円 うち特定財源 80,000 千円 正規職員業務量 6.4

正規職員業務量 6.4 人工

令和6年度決算額 52,650 千円 うち特定財源 37,684 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 4.25 人工

令和6年度予算額 157,000 千円 うち特定財源 75,000 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

　令和７年度以降に行う実証実験では、ＡＩデマンド交通のシステム検証、連節車両の冬季走行性能の検証、水素ステーション
を活用した燃料電池車両の運行検証などを行う。

他都市の状況

【名古屋市】ＳＲＴ（Ｓｍａｒｔ　Ｒｏａｄｗａｙ　Ｔｒａｎｓｉｔ）構想
【堺市】　　堺・モビリティ・イノベーション－ＳＭＩプロジェクト－

市民参加の実施

令和5年度決算額 30,581 千円 うち特定財源 12,496

施策名 「都心」では、民間投資が活発化し、新しい時代にふさわしい高次

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

　創成川以東地域では、北海道新幹線の札幌延伸を見据えた駅周辺の再開発や北海道新幹線の二次交通として、新たな交
通需要の発生が見込まれている。令和６年６月にはＧⅩ金融・資産運用特区の指定を受けるなど、本市における水素利活用の
環境が整いつつあり、運輸部門における水素の利活用の促進が期待される。
　また、市内の路線バスの減便や廃止などが進み、既存の公共交通ネットワークの維持が困難となっている中で、市民の生活
交通を維持するために持続可能な公共交通ネットワークの確保が課題となっており、当該取組で得られた知見や技術を他地域
で活用し、持続可能な公共交通ネットワークの維持に貢献していくことを目指している。

事業内容
（何を実施し）

　札幌駅周辺の再開発等を受け、都心のまちづくりを支えるとともに、将来にわたり持続可能な公共交通ネットワークの維持に
貢献するため、新たな公共交通システムの検討を行う。
　令和１２年の本格運行を目指し、令和６年度は以下の取組を行った。
（１）運行形態等調査・検討
　・本格運行時の目指すべき姿や運行形態、実験計画等を検討
　・連節車両のテスト走行を実施
　・有識者等による懇話会の開催
（２）トータルデザイン検討
　・車両や施設などをトータルでデザインすることを目的に、全体のデザインコンセプト等の素案を検討
　・有識者等による懇話会の開催

事業名 公共交通システム検討費

評価担当課 所   属 政）総合交通計　都市交通課 電話番号 011-211-2492

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70139


